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民
間
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
障
が
い
者
の
割

合
（
実
雇
用
率
）
が
一
・
六
九
％
と
過
去
最

高
を
更
新
し
た
こ
と
が
一
一
月
一
四
日
、
厚

生
労
働
省
の
発
表
し
た
二
○
一
二
年
の
「
障

害
者
雇
用
状
況
」
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、
従
業
員
数
五

六
人
以
上
の
企
業
な
ど
に
対
し
、
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合
で
障
が
い
者
の
雇
用
を
義
務

付
け
て
い
る
。
法
定
雇
用
率
は
、
失
業
者
も

含
む
労
働
者
の
総
数
に
占
め
る
身
体
障
が
い

や
知
的
障
が
い
を
持
つ
労
働
者
の
総
数
の
割

合
で
、
民
間
企
業
で
一
・
八
％
、
国
・
地
方

公
共
団
体
は
二
・
一
％
、
都
道
府
県
な
ど
の

教
育
委
員
会
は
二
・
○
％
、
独
立
行
政
法
人

は
二
・
一
％
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
集
計
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
毎
年
六
月

一
日
現
在
の
障
が
い
者
の
雇
用
状
況
を
事
業

主
な
ど
に
聞
き
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
。

精
神
障
が
い
者
の
雇
用
者
が
大
き
く

増
加

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
民
間
企
業
で
雇
用
さ
れ

て
い
る
障
が
い
者
の
数
は
三
八
万
二
三
六

三
・
五
人
で
、
前
年
よ
り
四
・
四
％
増
加
し
、

九
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
内
訳

を
み
る
と
、
身
体
障
が
い
者
二
九
万
一
○
一

三
・
五
人
（
対
前
年
比
二
・
三
％
増
）、
知

的
障
が
い
者
七
万
四
七
四
三
・
○
人
（
同
八
・

七
％
増
）、
精
神
障
が
い
者
は
一
万
六
六
○

七
・
○
人
（
同
二
七
・
五
％
増
）
と
い
ず
れ

も
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

精
神
障
が
い
者
の
雇
用
者
が
大
き
く
伸
び

た
理
由
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
障
害
者
雇

用
対
策
課
の
担
当
者
は
「
企
業
側
の
精
神
障

が
い
者
に
対
す
る
理
解
が
年
々
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
呼
応
し
て
仕
事
を
求
め
る
精
神
障

が
い
者
が
増
え
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

も
支
援
を
強
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
要
因

が
あ
い
ま
っ
て
雇
用
者
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
み
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
実
雇
用
率
は
前
年
を
○
・
○

四
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
一
・
六
九
％
で
、
過
去

最
高
と
な
っ
た
。
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
四
六
・
八
％
と
な
り
、

前
年
よ
り
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

企
業
規
模
別
の
実
雇
用
率
を
み
る
と
、「
五

六
～
一
○
○
人
未
満
」
で
一
・
三
九
％
、「
一

○
○
～
三
○
○
人
未
満
」で
一
・
四
四
％
、「
三

○
○
～
五
○
○
人
未
満
」で
一
・
六
三
％
、「
五

○
○
～
一
○
○
○
人
未
満
」
で
一
・
七
○
％
、

「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
一
・
九
○
％
と
な

り
、
す
べ
て
の
規
模
で
前
年
を
上
回
っ
て
い

る
。
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
実
雇
用
率

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
民
間
企
業
全
体
と

の
比
較
で
み
る
と
、「
一
○
○
○
以
上
規
模
」

「
五
○
○
～
一
○
○
○
人
未
満
」
で
上
回
っ

た
。

　

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
、「
五
六

～
一
○
○
人
未
満
」
で
四
三
・
七
％
、「
一
○

○
～
三
○
○
人
未
満
」
で
四
八
・
五
％
、「
三

○
○
～
五
○
○
人
未
満
」で
四
六
・
八
％
、「
五

○
○
～
一
○
○
○
人
未
満
」
で
四
七
・
一
％
、

「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
五
七
・
五
％
と
す

べ
て
の
規
模
で
前
年
よ
り
上
昇
し
た
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、「
製
造
業
」（
一
・
八

一
％
）、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」

（
一
・
八
七
％
）、「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、

娯
楽
業
」（
一
・
九
四
％
）、「
医
療
・
福
祉
」（
一
・

九
八
％
）
の
四
業
種
で
法
定
雇
用
率
を
上

回
っ
た
。

　

特
例
子
会
社
の
認
定
を
受
け
て
い
る
企
業

数
は
三
四
九
社
で
、
前
年
よ
り
三
○
社
増
加

し
た
。
雇
用
者
数
は
一
万
七
七
四
三
・
五
人
。

内
訳
を
み
る
と
身
体
障
が
い
者
は
八
三
八

四
・
○
人
、
知
的
障
が
い
者
は
八
四
七
○
・

五
人
、
精
神
障
が
い
者
は
八
八
九
・
○
人
と

な
り
、
は
じ
め
て
知
的
障
が
い
者
が
身
体
障

が
い
者
を
上
回
っ
た
。

　

一
方
、
公
的
機
関
に
お
け
る
障
が
い
者
の

実
雇
用
率
を
み
る
と
、
国
は
二
・
三
一
％
、

都
道
府
県
は
二
・
四
三
％
、
市
町
村
は
二
・

二
五
％
、
教
育
委
員
会
は
一
・
八
八
％
と
い

ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

障
害
者
雇
用
対
策
課
で
は
「
障
が
い
者
雇

用
対
策
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。
た
だ
、

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
ま
だ
五

○
％
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

中
小
企
業
を
中
心
に
対
策
を
強
化

　

法
定
雇
用
率
は
二
○
一
三
年
四
月
一
日
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

民
間
企
業
は
二
・
○
％
に
、
国
・
地
方
公
共

団
体
は
二
・
三
％
、
都
道
府
県
な
ど
の
教
育

委
員
会
は
二
・
二
％
と
な
る
。
障
が
い
者
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
の
範
囲

も
現
行
の
「
従
業
員
五
六
人
以
上
」
か
ら
「
五

○
人
以
上
」
に
拡
大
す
る
。

　

障
害
者
雇
用
対
策
課
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

仮
に
今
年
、
六
月
一
日
時
点
の
雇
用
状
況
の

ま
ま
、
民
間
企
業
の
法
定
雇
用
率
を
引
き
上

げ
る
と
、
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は

四
○
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
。

　

た
だ
、
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
主
催

す
る
障
が
い
者
向
け
就
職
面
接
会
で
は
、
参

加
企
業
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
応
募
が
す
ぐ

に
定
数
に
達
す
る
な
ど
、
企
業
側
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
た
就
職
状
況
を
み
て
も
、
二
○
一
二
年
度

上
半
期
（
四
～
九
月
）
は
昨
年
度
比
で
約
一

七
％
増
加
し
て
お
り
、
改
正
を
に
ら
ん
だ
積

極
的
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
後
、
中
小
企
業
を

中
心
に
実
雇
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。
こ
れ
ま
で
障
が
い
者
を
雇

用
し
た
経
験
が
な
い
企
業
に
対
し
、
障
が
い

者
雇
用
に
先
進
的
な
企
業
を
招
い
た
セ
ミ

ナ
ー
や
企
業
見
学
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
中

小
企
業
向
け
の
面
接
会
を
積
極
的
に
開
催
す

る
。
さ
ら
に
障
が
い
者
を
初
め
て
雇
用
し
た

中
小
企
業
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
「
障
害
者

初
回
雇
用
奨
励
金
」
の
支
給
額
を
一
○
○
万

円
か
ら
一
二
○
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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